
今
年
は
、
米
国
海
軍
の
マ

シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
提
督
の
艦

隊
が
初
め
て
日
本
に
来
航
し

て
１
７
０
周
年
で
す
。
サ
ス

ケ
ハ
ナ
号
を
旗
艦
と
し
浦
賀

に
突
然
現
れ
た
４
隻
の
黒
船

（
蒸
気
船
）
を
見
て
、
そ
れ

ま
で
泰
平
の
夢
を
む
さ
ぼ
っ

て
い
た
日
本
人
は
び
っ
く
り

仰
天
。
翌
年
再
度
来
航
し
た

ペ
リ
ー
と
の
間
で
日
米
和
親

条
約
（
下
田
条
約
）
が
結
ば

れ
、
さ
ら
に
そ
の
２
年
後
に

来
日
し
た
初
代
米
国
領
事
の

タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
と

の
間
で
、
日
米
修
好
通
商
条

約
が
結
ば
れ
、
日
本
は
開
国

し
ま
し
た（
１
８
５
８
年
）。

ち
な
み
に
、
こ
の
時
初
代

外
国
奉
行
と
し
て
ハ
リ
ス
と

交
渉
し
た
幕
臣
・
岩
瀬
忠
震

（
い
わ
せ
・
た
だ
な
り
）が
、

東
三
河
出
身
で
あ
る
こ
と
は

ご
存
知
の
通
り
。
彼
自
身
は

江
戸
生
ま
れ
、
江
戸
育
ち
で

す
が
、実
父
の
設
楽
貞
丈
は
、

設
楽
原
（
現
在
の
新
城
市
。

長
篠
合
戦
の
古
戦
場
）
を
領

地
と
す
る
殿
様
で
、
戦
国
時

代
か
ら
続
く
名
家
。
忠
震
は

２３
歳
の
時
、
岩
瀬
家
の
婿
養

子
に
。
設
楽
家
の
代
官
は
現

在
の
新
城
市
出
沢
の
滝
川
家

（
現
在
は
豊
橋
市
で
滝
川
病

院
を
経
営
）
。
な
お
、
岩
瀬

忠
震
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

本
欄
第
２
回
「
愛
知
県
が
生

ん
だ
歴
史
上
の
大
人
物

岩
瀬
忠
震
と
徳
川
慶
勝
」
（
２

０
２
０
年
９
月
２９
日
）
で
詳

し
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
ペ
リ
ー
来
航

以
前
か
ら
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
も
日

本
の
近
海
に
頻
繁
に
出
没

し
、
虎
視
眈
（々
た
ん
た
ん
）

と
日
本
と
の
交
流
の
機
会
を

狙
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に

イ
ギ
リ
ス
は
、
薩
摩
藩
な
ど

を
通
じ
て
倒
幕
派
を
支
援

し
、
逆
に
フ
ラ
ン
ス
は
徳
川

幕
府
に
接
近
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
影
響
力
を
発
揮
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
両
国
は
、

そ
の
１
０
０
年
以
上
前
か
ら

イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
、
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
を
植

民
地
化
し
、
甘
い
汁
を
吸
っ

て
い
ま
し
た
。
中
国
も
ア
ヘ

ン
戦
争（
１
８
４
０
〜
４２
年
）

や
太
平
天
国
の
乱
（
５０
〜
６４

年
）
以
後
こ
れ
ら
西
洋
列
強

の
食
い
も
の
に
さ
れ
、
悲
惨

な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
せ
っ
か
く
ペ

リ
ー
や
ハ
リ
ス
が
努
力
し
て

列
強
に
先
ん
じ
て
い
ち
早
く

日
本
（
幕
府
）
と
通
商
条
約

を
結
び
、
２
年
後
に
初
め
て

訪
米
し
た
日
本
代
表
団
と
ワ

シ
ン
ト
ン
で
盛
大
な
批
准
書

交
換
式
（
１
８
６
０
年
）
ま

で
行
っ
た
の
に
、
そ
の
直
後

に
リ
ン
カ
ー
ン
が
大
統
領
に

就
任
し
、
奴
隷
制
度
存
廃
を

巡
っ
て
南
北
戦
争
（
６１
〜
６５

年
）
が
始
ま
っ
た
た
め
、
外

交
問
題
に
時
間
を
割
く
余
裕

が
無
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ア
メ
リ
カ
は
、
明
治

維
新
前
後
の
激
動
期
に
対
日

外
交
で
大
き
く
躓
き
ま
し

た
。そ

も
そ
も
ペ
リ
ー
や
ハ
リ

ス
が
日
本
に
や
っ
て
来
た
の

も
、
太
平
洋
で
の
捕
鯨
活
動

の
た
め
の
補
給
基
地
と
し
て

開
港
さ
せ
る
の
が
主
目
的

で
、
日
本
に
領
土
的
野
心
が

あ
る
と
か
、
日
本
の
内
政
に

干
渉
し
て
属
国
化
し
よ
う
と

い
う
意
図
は
少
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

当
時
米
国
で
は
、
１
８
０

０
年
代
初
頭
以
来
、
東
部
か

ら
大
陸
を
横
断
し
て
西
部
の

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

（
新
天
地
）
開
発

を
目
指
し
た
西
進

活
動
が
盛
ん
で
し

た
が
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
の
金
鉱

発
見
・
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
（
１
８

４
８
年
）
を
ピ
ー

ク
に
、
西
部
開
拓

が
一
段
落
し
た
の

で
、
次
第
に
太
平

洋
に
目
を
向
け
始

め
ま
し
た
。
そ
の

先
兵
と
な
っ
た
の

が
ペ
リ
ー
や
ハ
リ

ス
だ
っ
た
と
い
う

わ
け
で
す
。

そ
の
後
、
米
国
は
ス
ペ
イ

ン
と
の
戦
争
（
米
西
戦
争
、

１
８
９
８
年
）
で
勝
利
し
た

結
果
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
等
を
手
に
入

れ
、
太
平
洋
進
出
の
拠
点
を

築
き
ま
し
た
。

他
方
、
明
治
維
新
後
の
文

明
開
化
、
富
国
強
兵
政
策
で

力
を
つ
け
急
速
に
近
代
国
家

の
仲
間
入
り
し
た
日
本
は
、

日
清
、
日
露
戦
争
で
の
勝
利

で
、
軍
事
大
国
化
へ
の
道
を

突
進
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た

日
本
と
米
国
は
、
や
が
て
、

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
、
太

平
洋
を
舞
台
に
激
突
し
、
つ

い
に

太
平
洋
戦
争
（
大
東

亜
戦
争
）
へ
と
展
開
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
日
米
の
対
立
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
き
、
私
は
、
い
つ

も
、
歴
史
上
の
「
イ
フ
」
を

考
え
て
み
た
い
と
い
う
衝
動

に
か
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

先
述
の
岩
瀬
忠
震
に
絡
む
も

の
で
す
。

（
２
面
に
続
く
）

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
１７０
周
年

日
米
関
係
の
来
し
方
行
く
末
を
考
え
る
㊤

幕
末
の
西
洋

列
強
の
対
日
接
近

日
米
友
好
関
係

が
対
立
関
係
に

ペリー提督（下田玉泉
寺ハリス記念館所蔵）

サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
の
模
型
（
同
）

�



つ
ま
り
、
も
し
幕
末
に
対

米
交
渉
を
担
当
し
、
ハ
リ
ス

と
の
交
流
を
通
じ
て
米
国
通

に
な
っ
て
い
た
忠
震
が
、
将

軍
継
嗣
問
題
で
井
伊
直
弼
に

睨
ま
れ

失
脚
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
あ
の
ま
ま
外
国

奉
行
（
現
在
の
外
務
大
臣
）

に
と
ど
ま
り
、
新
生
日
本
の

外
交
の
舵
取
り
を
任
せ
ら
れ

て
い
た
と
し
た
ら
、
日
本
は

ど
う
な
っ
た
か
、
日
米
関
係

は
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど

っ
た
か
。

私
は
、
進
取
の
気
性
と
豊

か
な
教
養
を
身
に
つ
け
た
当

代
第
一
級
の
政
治
家
・
外
交

官
（
島
崎
藤
村
「
夜
明
け

前
」
）
だ
っ
た
忠
震
な
ら
、

薩
長
の
武
骨
な
田
舎
侍
連
中

（
失
礼
！
）
と
違
っ
て
、
日

米
協
調
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
、
も
っ
と
ス
マ
ー

ト
な
外
交
戦
略
を
構
築
し
え

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な

れ
ば
、
日
本
は
、
「
ア
ジ
ア

の
君
子
国
」
（
昔
そ
う
い
う

言
葉
が
は
や
っ
た
）と
し
て
、

良
識
あ
る
大
国
と
な
り
、
国

際
社
会
で
重
き
を
な
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
日
本

は
大
事
な
時
期
に
貴
重
な
人

材
を
失
っ
た
と
嘆
か
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
明
治

以
後
の
日
本
帝
国
陸
軍
は
、

伝
統
的
に
山
県
有
朋
、
海
軍

は
東
郷
平
八
郎
、
政
治
は
桂

太
郎
、
外
交
は
松
岡
洋
右
な

ど
が
幅
を
利
か
せ
、
大
き
な

影
響
力
を
発
揮
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
薩
摩
、
長
州

の
出
身
者
で
し
た
。
岩
瀬
忠

震
の
よ
う
な
徳
川
幕
府
を
支

え
た
三
河
勢
は
、明
治
以
後
、

政
治
・
外
交
・
軍
事
の
中
枢

か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
も
し
、
深
謀
遠
慮
主
義

の
徳
川
家
康
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
三
河
勢
が
健
在
だ
っ
た

な
ら
ば
、
近
代
日
本
の
進
路

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
だ

ろ
う
と
い
う
の
が
、
三
河
出

身
の
私
の
推
論
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
歴
史

は
全
く
逆
で
、
日
本
は
米
国

と
太
平
洋
の
覇
権
を
争
っ
て

先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
、
つ
い

に
完
膚
無
き
ま
で
に
叩
き
の

め
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
５

年
９
月
２
日
、
東
京
湾
の
米

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
、
降

伏
文
書
調
印
式
を
司
会
し
た

ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

の
脳
裏
に
は
９０
余
年
前
の
ペ

リ
ー
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
あ

の
時
旗
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に

掲
げ
ら
れ
て
い
た
星
条
旗
が

当
日
ミ
ズ
ー
リ
号
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
（
現
在
は
メ
リ

ー
ラ
ン
ド
州
ア
ナ
ポ
リ
ス
の

海
軍
兵
学
校
の
博
物
館
に
展

示
さ
れ
て
お
り
、
私
も
一
度

実
物
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。

さ
て
、
そ
の
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
は
戦
後
６
年
間
連
合
軍
最

高
司
令
官
と
し
て
占
領
下
の

日
本
に
君
臨
し
、日
本
を「
平

和
国
家
」
に
作
り
変
え
ま
し

た
。
当
初
、
彼
は
日
本
を「
東

洋
の
ス
イ
ス
」
に
し
よ
う
と

し
て
、
戦
争
放
棄
条
項
（
第

９
条
）
を
含
む
新
憲
法
を
押

し
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

わ
ず
か
２
年
後
に
朝
鮮
戦
争

（
１
９
５
０
〜
５３
年
）
が
勃

発
し
、
国
際
政
治
状
況
が
米

ソ
対
立
、
冷
戦
と
い
う
形
で

大
き
く
変
わ
っ
た
た
め
、
米

国
の
占
領
政
策
は
一
変
し
、

日
本
は
再
軍
備
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
時

の
吉
田
茂
首
相
は
、
憲
法
９

条
を
逆
手
に
と
っ
て
抵
抗

し
、「
軽
武
装
・
経
済
優
先
」

路
線
を
選
択
し
ま
す
。
こ
の

い
わ
ゆ
る
「
吉
田
ド
ク
ト
リ

ン
」
が
戦
後
７７
年
間
日
本
外

交
の
基
本
と
し
て
今
日
ま
で

踏
襲
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。ち

な
み
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
対
日
講
和
条
約
が

調
印
さ
れ
た
の
と
同
じ
日

に
、
吉
田
首
相
は
別
途
、
日

米
安
全
保
障
条
約
に
も
調
印

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
非
武

装
化
さ
れ
た
日
本
を
防
衛
す

る
た
め
に
、
占
領
終
了
後
も

米
軍
は
引
き
続
き
日
本
に
駐

留
し
、
基
地
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
条
約
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
条
約
で

は
、
米
軍
が
日
本
に
基
地
を

持
つ
権
利
を
明
確
に
定
め
た

も
の
の
、
米
国
が
日
本
を
外

国
の
攻
撃
か
ら
防
衛
す
る
義

務
を
負
う
点
に
つ
い
て
は
明

確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
重
大
な
不
備
に
気
づ

き
、
こ
こ
を
改
正
す
る
た
め

に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
長

州
閥
の
流
れ
を
継
ぐ
岸
信
介

首
相
（
昨
年
夏
亡
く
な
っ
た

安
倍
元
首
相
の
祖
父
）
で
、

彼
は
、
安
保
条
約
改
正
に
反

対
す
る
学
生
や
労
働
者
の
猛

烈
な
抗
議
運
動（
安
保
闘
争
）

を
押
し
切
っ
て
、
１
９
６
０

年
に
条
約
改
正
を
達
成
し
ま

し
た
。
当
時
大
学
４
年
生
だ

っ
た
私
は
、
友
人
た
ち
に
し

つ
こ
く
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、

反
対
デ
モ
に
は
つ
い
に
一
度

も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
モ
に
参
加
し
た
学
生
の
ほ

と
ん
ど
が
条
約
の
本
文
を
読

ん
だ
こ
と
も
な
く
、
全
学
連

を
中
心
と
す
る
過
激
な
反
対

運
動
に
は
ど
う
し
て
も
同
調

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

翌
年
私
は
外
務
省
に
入
省
し

ま
す
。

実
は
、
日
本
国
内
で
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
が
締
結
さ
れ
る
前
か
ら
、

「
全
面
講
和
」
か
「
単
独
講

和
」
か
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が

鋭
く
対
立
、
国
論
は
二
分
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
当

時
の
南
原
繁
東
大
総
長
（
カ

ン
ト
哲
学
専
門
の
政
治
学

者
）
ら
リ
ベ
ラ
ル
派
の
学
者

た
ち
は
熱
心
に「
全
面
講
和
」

を
主
張
し
ま
し
た
。
吉
田
首

相
は
彼
ら
を
「
曲
学
阿
世
の

徒
」
と
呼
ん
で
軽
蔑
し
て
い

ま
し
た
が
、
当
時
中
学
生
だ

っ
た
私
は
、
わ
ざ
わ
ざ
豊
橋

市
公
会
堂
で
の
南
原
先
生
の

講
演
を
聴
き
に
行
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

「
全
面
講
和
」
と
い
う
の

は
、
ソ
連
な
ど
共
産
圏
諸
国

を
含
む
す
べ
て
の
連
合
国
と

の
講
和
、
「
単
独
講
和
」
は

自
由
主
義
諸
国
と
だ
け
の
講

和
と
い
う
意
味
で
す
。
前
者

が
望
ま
し
い
の
は
確
か
で
す

が
、
現
実
の
国
際
政
治
状
況

か
ら
見
て
明
ら
か
に
理
想
論

で
あ
っ
て
、
日
本
は
す
で
に

米
国
を
中
心
と
す
る
西
側

自
由
主
義
陣
営
に
し
っ
か
り

組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で

す
。ソ

連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
）

は
結
局
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

条
約
調
印
を
拒
否
し
た
ま

ま
、
現
在
も
日
露
間
に
は
平

和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
１
９
５
６
年
の
鳩
山

一
郎
首
相
（
鳩
山
由
紀
夫
元

首
相
の
祖
父
）
の
訪
ソ
に
よ

り
両
国
の
国
交
は
正
常
化
さ

れ
た
も
の
の
、
北
方
領
土
問

題
を
め
ぐ
る
対
立
は
続
い
て

お
り
、
平
和
条
約
締
結
の
め

ど
が
立
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

岸
内
閣
に
よ
る
安
保
改
正

時
の
反
対
運
動
も
、
基
本
的

に
、
こ
の
「
全
面
講
和
」
か

「
単
独
講
和
」
の
対
立
の
延

長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
で
、
反
対
派
の
主
張
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
米

安
保
体
制
に
よ
っ
て
、
日
本

は
米
国
の
「
属
国
」
に
な
っ

た
、
「
向
米
一
辺
倒
」
で
外

交
の
自
立
性
を
失
い
、
米
国

の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
か
ら
危
険
だ
と

い
う
も
の
。

こ
う
し
た
考
え
は
、
２１
世

紀
の
現
在
で
も
、
日
本
国
内

に
は
、
い
わ
ゆ
る
左
翼
政
党

や
新
聞
だ
け
で
な
く
、
一
般

国
民
の
中
に
も
根
強
く
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
最
も
端
的
に
現

れ
た
の
は
、
１
９
６
０
年
代

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
で

す
。
こ
う
し
た
複
雑
微
妙
な

日
米
関
係
の
変
遷
を
振
り
返

り
つ
つ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

で
激
動
す
る
現
下
の
国
際
政

治
状
況
下
で
今
後
両
国
関
係

を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
べ

き
か
、
次
回
で
じ
っ
く
り
考

え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
岩
瀬
忠
震
が

生
き
て
い
た
ら

薩
長
主
導
日
本

の
暴
走
と
敗
戦

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

占
領
政
策
の
功
罪

ペ
リ
ー
艦
隊
来
航
１７０
周
年

日
米
関
係
の
来
し
方
行
く
末
を
考
え
る
㊤

旧
日
米
安
保

条
約
の
不
備

「
全
面
講
和
」と

「
単
独
講
和
」

元
外
交
官
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
科
大
学
院
卒
。
元

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

代
表
、
元
東
海
大
学
教
授
、
現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
研
究
会
会
長
の
ほ
か
、
外
交
評
論
家
と
し
て
活
躍

中
。
新
城
市
出
身
、
８６
歳
。

日
本
は
米
国
の

属
国
に
な
っ
た
の
か

岩瀬忠震
（ウィキペディアより）

サンフランシスコ平和条約に署名する
吉田首相と日本全権委員団

金子熊夫
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